
2023 年度事業報告書 

    法⼈の名称  特定⾮営利活動法⼈ NAROMAN 
 

1．事業の成果 
①⼦どもの栄養に関する事業 
・3 歳〜5 歳までの低栄養の⼦供とその⺟親を対象とした１週間の栄養プログラムを実施 
（⾝体測定・視⼒測定・料理実習・栄養教育・個別指導を通して栄養状態の改善を⽬指す） 
2023 年 6 ⽉ 1 ⽇〜2024 年 5 ⽉ 31 ⽇までに保護者 432 名・⼦供 607 名を指導 
 

  ・4 年ぶりの NAROMAN ⽇本⼈スタッフによる視察渡航 
    2023 年 8 ⽉ 5 ⽇〜8 ⽉ 12 ⽇ 2 名 
    2023 年 8 ⽉ 4 ⽇〜9 ⽉ 4 ⽇  1 名 

      現地視察による現状把握 
 
    ・NAROMAN ⽇本⼈スタッフ（管理栄養⼠）の⻑期渡航開始 
      栄養事業強化・現地スタッフ教育のため、1 年間の⻑期渡航開始 
      2024 年 3 ⽉ 7 ⽇〜渡航開始 

 

②眼科診療関連事業 
・東ティモール⼈の視⼒測定を⾏い、⽼眼鏡を提供 
 2023 年 8 ⽉ 8 ⽇バザルテテにて 38 名の視⼒測定を⾏い、27 名に⽼眼鏡を提供 
 
・ホームページや SNS を使って、⽇本全国から使わなくなった⽼眼鏡の寄贈を募る 
 1 年間で 105 本の⽼眼鏡の寄贈を受ける 
 
・これまでの寄贈品である⽼眼鏡 371 本・眼鏡ケース 20 個・⾞いす 8 台・⽂具・⼦供のおもちゃ、寄付⾦
で購⼊した学校⽤の机と椅⼦・⿊板などを東ティモールへ輸送した 

 2024 年 4 ⽉ 27 ⽇に横浜港を出港し、5 ⽉ 24 ⽇に東ティモール ディリ港⼊港 
 



２.事業内容 
(１)特定⾮営利活動に係る事業 

 ①⼦どもの栄養に関する事業 
  【内   容】  ㋐1 週間の栄養プログラムの実施 
 3 歳〜5 歳までの低栄養の⼦供とその⺟親を対象とした栄養状態の改善を⽬指す 
 ⼦どもの⾝体測定・⼿洗い、⻭磨き指導から始め、３⼤栄養素を中⼼とした栄養不良 
 改善する献⽴作り・調理実習・作った物を⾷べることで、⾷事の楽しさを皆で経験する 
 また、保護者⼀⼈⼀⼈と、⼦供の栄養状態・毎⽇の⾷事について話し合い、各家庭の事 
 情に応じた改善策を提案する 
 ㋑栄養プログラムの視察や実際に参加者の家庭を訪問し、プログラムの成果を聞き取る 
  ㋒⽇本から管理栄養⼠の資格を持つスタッフを 1 名⻑期派遣 
  参加者のアンケートを基に、プログラム内容を⾒直し、現地スタッフの教育を⾏う 

 
【期   間】  ㋐2023 年 6 ⽉ 1 ⽇〜2024 年 5 ⽉ 31 ⽇ 

㋑2023 年 8 ⽉ 4 ⽇〜9 ⽉ 4 ⽇ 
㋒2024 年 3 ⽉ 7 ⽇〜2024 年 5 ⽉ 31 ⽇ 
 

【場   所】   ㋐㋒⾸都ディリのコモロ村Tuti にある栄養指導施設 「聖ラファエラ⼦どもの家」 
    ㋑ディリ市内の参加者宅 
 

  【従事者⼈数】  ㋐8 名 
     ㋑4 名 
           ㋒8 名 
 
  【受益対象者】  ㋐㋑㋒ プログラムに参加した保護者 432 名・⼦供 607 名 

    

【⽀出額】      8,183,876円 

 

 



②眼科診療関連事業 
  【内   容】   ㋐視⼒測定を⾏い、⽼眼鏡を提供 
            ㋑⽼眼鏡寄付の受付 
            ㋒寄贈を受けた⽼眼鏡・⾞いすを船便輸送 
 
  【⽇   時】   ㋐2023 年 8 ⽉ 8 ⽇ 

            ㋑2023 年 6 ⽉ 1 ⽇〜2024 年 5 ⽉ 31 ⽇ 

            ㋒2024 年 4 ⽉ 27 ⽇⽇本出航・2024 年 5 ⽉ 24 ⽇東ティモール⼊港 

 

【場   所】    ㋐東ティモール バザルテテ 

㋑神奈川県横浜市⼾塚区⽮部町 645­11 医療法⼈社団三穂会 満尾医院内 

㋒横浜港出港・東ティモールディリ港⼊港 

 

  【従事者⼈数】  ㋐4 名 

 ㋑2 名 

 ㋒3 名 

 

  【受益対象者】  ㋐視⼒測定 38 名 ・ ⽼眼鏡提供 27 名 

 ㋑0 名 

 ㋒約 300 名 

 

【⽀出額】     468,689円 

  

 

 


